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買い物ついでに、 
ちょっとひと息

鷲ヶ峰西住宅自治会は、住民の多
くが高齢者。坂道が多い地域でも
あり、「買い物が大変」という声が
以前から上がっていました。そこ
で2年前に始まったのが、スーパー
による移動販売です。

週1回の移動販売の日には「鷲ヶ峰
西住宅自治会員のおしゃべり広場」
を開催。この居場所はなんと15年
前から続く活動とのこと。買い物の
前後にふらっと立ち寄り、お茶を飲み
ながら会話を楽しむ住民も見られ
ました。
「高齢者にとって、“自分を知って
くれている人が近くにいる”という
だけでも安心感につながります」
と川田会長。移動販売は人と人を
ゆるやかにつなぐきっかけにもな
っています。

“無理をしない”が 
続けるコツ

一方で、川田会長は「こういった
地域での活動に、みんなが積極的

に参加しなければいけないわけでは
ない」と話します。
「賑やかな場所が苦手な人もいま
すし、自分のペースを大事にしたい
人もいます。だから“来る・来ない”
を無理強いしないのが大切なんです」

運営スタッフの中には「今日は参
加者が少ないですね」と気にする
人もいるそうですが、「開かれた場
が、身近に継続してあること自体

に意味がある」と川田会長。必要
な時に、誰でも立ち寄れる―

そんな“余白”のある場所づくりを
大切にしています。

誰のこともラベリングしない
「高齢化だけでなく、病気や障害
を抱える住民も多いですが、困りご
との内容は一人ひとりまったく違い
ます。障がいがあるから、高齢者
だからと決めつけるのではなく、
その人自身を知ろうとすることが
大事だと思っています」

自治会の事業も祭り・イベントな
どは、役員以外の有志ボランティ
アを募り、会員に協力して頂くス
タイルを取り入れ
ました。「やり
たい気持ちの
ある人が動け
ば、自然と自
治会はまとま
っていく気が
します」

"知らないことが 
偏見につながる"

こうした活動の背景には、川田会
長自身の経験があります。会長には
自閉症のお子さんがおり、子育てを
通して「地域に我が子のことを知っ
てもらう重要性」を強く感じてきた
そうです。「困った時だけ助けてほ
しい、ではなく、普段から顔の見え
る関係を作っておくことが大切な
んですよね」

だからこそ目指
しているのは、“頑
張りすぎない優し
い 自 治 会 活 動”。
誰かを無理に変えようとするので
はなく、それぞれの違いを認めな
がら、ゆるやかにつながれる地域
づくりです。「ここに来れば誰かが
いる。そんな安心感をこれからも
つくり続けていきたいです」

ありのままの自分で 
いられる空間を

みん森は、駄菓子屋、地域団体
への場所貸し、子ども向けプログ
ラミング教室など、さまざまな形
でまちに開かれている地域の居場
所。そして、代表の松田さんが特に
大切にしているのが、家庭でも学
校でもない「サードプレイス」(※
下図参照)としての役割です。子ども
たちが自分の気持ちや個性をその
まま出せる貴重な場として、みん
森は地域に根を張っています。

「対等であること」が 
子どもを育てる

松田さんの根底にあるのは、子
どもたちとの「対等な関係」とい

う信念。相手が未就学児であって
も、その意思や気持ちを尊重し、
導く・教えるという目線には立ち
ません。

多くの子どもたちと出会う中で、
現代の子どもは大人の意向を汲み
取りすぎてしまう“良い子”が多いと痛
感する松田さん。だから
こそ「ここでは自分
の気持ちを出してい
い」と思える場所で
ありたい。
そ の 想 い
が、みん森
のあたたか
さをつくっ
ています。

子どもたちが動かす、 
小さな経済圏

また、この場所に通ううちに自
然と集まった小中学生十数名は「み
ん森キッズ」として活動していま
す。4年前から子ども主体でフリマ
出店などの企画・運営を行ってお
り、現在は地域のイベントやお祭
りに引っ張りだこなんだとか。

ここでも松田さんは「自分たち
だけでやりたい」という子どもた
ちの意思を尊重し、極力口を出さ
ず見守り役に徹します。「彼らの熱
量や成長スピードは驚きのひと言。
その姿を見ると、むしろ私の方が
助けられているなって感じます」

地域に根を張り 
つないでいく

地域活動でいちばん辛いのは「無
関心」だと松田さんは言います。だ
からこそ、商店会や町内会にも積極
的に参加し、古くからのつながりを
大切にしているそう。「このまちの
ことを知って、その上で自分のやり
たいことをやらせていただく。持ち
つ持たれつの気持ちがないとうま
くいきませんよね」

子どもたちが大人になっていく
過程をそばで見守れることが、何よ
りの喜びだと話す松田さん。今日
も、みん森の扉は誰かのためにそっ
と開いています。

  MEMO 鷲ヶ峰西住宅自治会会長・宮前区社会福祉協議会会長鷲ヶ峰西住宅自治会会長・宮前区社会福祉協議会会長
を務める。この他、みやまえカフェ連絡会まいcaféみ〜や・を務める。この他、みやまえカフェ連絡会まいcaféみ〜や・
稗原ゆ〜ず連絡会の代表等、多岐に渡って活動中。稗原ゆ〜ず連絡会の代表等、多岐に渡って活動中。

  MEMO IT系企業でシステムエンジニアとして活躍していIT系企業でシステムエンジニアとして活躍してい
たが、育児と仕事の両立に悩んだ経験から「誰もが気軽にたが、育児と仕事の両立に悩んだ経験から「誰もが気軽に
集える居場所をつくりたい」と、コミュニティスペース・集える居場所をつくりたい」と、コミュニティスペース・
みんなの森（みん森）を2018年に立ち上げ。みんなの森（みん森）を2018年に立ち上げ。

宮前区鷲ヶ峰西住宅自治会宮前区鷲ヶ峰西住宅自治会 コミュニティスペース みんなの森コミュニティスペース みんなの森

会長 会長 川田 和子川田 和子さんさん 代表 代表 松田 美由紀松田 美由紀さんさん
コミュニティスペース みんなの森
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自分の住  むまちに、自分の住  むまちに、
ほっとできる場所ほっとできる場所    はありますかはありますか？？  

ふらっと立ちふらっと立ち    寄り、出会い、寄り、出会い、
また来たくなる  "居場所"をつくりまた来たくなる  "居場所"をつくり
続けるおふたり  のあたたかな続けるおふたり  のあたたかな

日々 をのぞ日々 をのぞいい    てみました。てみました。

 People’s  Story

地 域で 生きる。
一 緒に 生きる。

 寄り添い、支 え、つなぐ
   地域の担 い手たち

地域活動は

"イベント"ではなく

日常の延長線で

ありたい

あなたの

「好きなこと」を
だれも否定しない

場所です！

子どもたちから「みるねぇ」の愛称で親しまれる松田さん。取材中も次々 と声がかかります。

「今日の夕飯は
何にするの？」商品を

選びながらご近所さんと
井戸端会議。

顔の見える関係性が

自然と築かれていきます。

得意なこと・
熱中できることがなかった

子も、みん森キッズの
活動に目を輝かせて
取り組んでいるそう。

サードプレイス
家庭や学校・職場とは別に、自分ら

しく過ごせる“第三の居場所”のこと。

人とのゆるやかなつながりや安心感を

得られる場所として注目されています。

みんなの
森

家庭

Home

School

学校

役割・期待がある

成績・評価がある

子どもたち

3rd Place
ありのままの自分でいられる

成績・評価とは無関係

そこにいるだけで受け入れて 

もらえる

みんな
知ってる？

市内のこども食堂や
学習支援団体などを
紹介した一冊です。
問合せ：
ボランティア活動振興センターTEL 044-739-8718

こどもの居場所
活動紹介ガイドブック2026

こどもの居場所活動紹介ガイドブック2026

社会福祉法人  川崎市社会福祉協議会

こどもの居場所活動紹介ガイドブック2026

社会福祉法人  川崎市社会福祉協議会

詳しくは
こちら

みんな
知ってる？

市内に40ある地区社
協の活動をまとめた
一冊。自分の住むまち
ではどんな地域活動
が行われている？
問合せ：地域推進課
TEL 044-739-8716

地区社協概要集

詳しくは
こちら

みんな
知ってる？

入居者の半数
以上が65歳以上の
高齢者世帯という

鷲ヶ峰西住宅。
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福祉に関するイベントやお役立ち情報をお届けふくしの I N F O R M AT I O N

川崎市福祉人材バンクでは【セカンドキャリア×福祉】という新しい選択を提案しています！
コミュニケーション力、PCスキルなどビジネスで培った経験、 
個人の多彩な趣味などが"誰かの困りごとの解決につながる"。 

それが「福祉のセカンドキャリア」です。

セカンドキャリア 福祉 あなたの経験が、誰かの力になる
CHALLENGE

ITメーカーから

  福祉の世界へ、

異業種から挑戦

しています

僧侶としての
想いを

福祉の現場で

  活かしたい！

JOB あなたがいきいきと働ける 福祉・保育のお仕事さがし！

資格資格
不問不問

川崎市内の福祉や保育施設等を運営する法人約40団体が集まる就職相
談会。介護職・保育士はもちろん、それ以外の職種の求人もあり、福祉・保育施
設でのお仕事に関心がある方ならどなたでも大歓迎です。

福祉のお仕事 就職相談会 in 川崎

福祉の求人情報や
研修案内はこちら●日時： 8月21日（金） 13：00〜16：00

●場所：川崎市総合福祉センター(エポックなかはら)7階
JR南武線「武蔵中原駅」直結

履歴書不要・服装自由・
資格不問です！

Iさん Sさん

セカンドキャリア セカンドキャリア 
特設サイト特設サイト
センパイたちのインタビューや
企業との連携事例を公開中！
このお二人以外にも、未資
格から保育士にな
られた方や企業と
の連携事例などを
公開しています。

川崎市福祉人材バンクでは、働きたい方と人材を求める方を結ぶ
福祉の仕事の無料職業紹介事業を行っています。
「福祉の仕事について詳しく知りたい」「まずは施設を見学してみたい」
などありましたら、お気軽にご相談ください♪

問合せ 川崎市福祉人材バンク 
TEL 044-739-8726

相談対応、
私はこうしています 

〜具体的すぎる指南書〜

著者：佐藤健太 
発行：幻冬舎メディアコンサルティング 

発売：幻冬舎（2025年）

BOOK 地域福祉情報バンクのおすすめ図書！ 

相談支援の現場で日々奮闘する人に向け、
実践的な視点で綴られた本書。 保健所や
児童相談所などで長年相談業務に携わって
きた著者が、現場で実際にあった事例をも
とに、「なぜ相手とのやり取りが難しくなる
のか」「どのように対応すればよいのか」を
具体的に解説します。 

相談に臨む姿勢、気持ちに余裕を持たせ

る方法、上手な話の終え方など、すぐに実
践に活かせるヒントが満載。 

相手の置かれた状況を整理し、本人の思
いや考えを尊重しながら、一緒に考えてい
くことの大切さも伝えています。 

相談支援に携わる人が、日々の対応を振
り返るきっかけとなる一冊です。

相談対応に悩んでいるあなたへ

TEL：044-739-8720　MAIL：jyoho@csw-kawasaki.or.jp

蔵書検索は蔵書検索は
「ふくみみ」「ふくみみ」で！で！（エポックなかはら6階）

地域福祉情報バンクで貸出しています

対人援助に関する図書は
「情報バンク通信2026年夏号」で
紹介しています

JOB 気軽にはじめよう、介護の仕事

介護の資格がなくても大丈夫。この研修を受ければ、高齢者のご自宅で
掃除・洗濯・調理などの家事をサポートする「暮らしサポーター」として
活動できます。あなたも地域の暮らしを支えるお仕事に挑戦してみませんか。

かわさき暮らしサポーター（くらサポ） 
養成研修

受講生に聞いてみました

60代女性 50代女性40代女性

●日 時 ：7月16日（木） 10：00〜16：45
●場  所：福祉パルかわさき

JR川崎駅・京急川崎駅 徒歩15分／バス「競輪場前」下車3分
●参加対象：次の①〜③を満たす方

①ホームヘルパー(介護職員初任者研修修了)
の資格を持っていない方
②川崎市内にお住まいの方
③ 研修修了後、川崎市社会福祉協議会訪問 
介護支援事業所での就労を希望する75歳
未満の方

詳しくは
こちら

問合せ：介護支援課 
TEL 044-739-8712

受講受講
無料無料

「くらサポ」研修を受けて
介護職は自分に向いてい
そうだなと思えたので、
次は初任者研修を受けてみ
ることにしました！

日頃の家事で行っている
ことが社会に役立つと知
って、やりがいがある仕事
だと感じました。同じよう
に 活動している方が多くい
るので、心強く感じています。

地域にはさまざまな事情で
お困りの高齢者の方がいる
ことを知り、とても勉強になり
ました。講義だけでなく
体験もあり、1日研修ながら
しっかり学べました。

研修受講後は「くらサポ」
として高齢者支援のお仕事
にチャレンジ！
週1日1時間〜就労OKな
ので、スキマ時間の活用に
もぴったりです。

STUDY 福祉のセカンドキャリアを応援します！

受講
無料

介護のしごとに興味がある方必見！
介護未経験、無資格の方から介護のしごとを始めたばかりの方、

基礎から学べます。

これで安心！はじめての介護入門研修
無資格で就労する方に必須の「認知症介護基礎研修」も受講可

●日時： 9月24日（木）〜11月7日（土） うち7日間実施 
9：00〜16：00（最終日9:00～16:30）

●場所：川崎市複合福祉センターふくふく
JR各線「川崎駅」徒歩15分

●定員：18名 ※先着順
●対象：市内介護福祉施設等に就労中の方／就労予定・希望の方

問合せ：総合研修センター
TEL 044-223-6509 （火～土 8:30～17:00）

口 腔 ケ ア口 腔 ケ ア

移

動・移 乗 技 術

移

動・移 乗 技 術

衛 生 保 持 支

援

衛 生 保 持 支

援

申込みは
こちら

締切：9/7(月)

実践に役立つ基礎技術・

実践に役立つ基礎技術・

知識が学べる！
知識が学べる！
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社会福祉法人 川崎市社会福祉協議会

が決まりました

令和8年度令和8年度  
事業計画・予算事業計画・予算

かわさきの福祉をささえる  5    つの柱
 地域包括
ケアシステムの推進

地域防災力の向上

PICK UP! 災害ボランティアセンター運営訓練

寄付文化の醸成

PICK UP! 地域福祉推進パートナーシップ事業

4,450,554
（千円）

令和8年度予算

支  出支  出

人件費支出  54.6%
2,431,082（千円）

事業費支出  33.4%
1,486,518（千円）

事務費支出
3.1%

 135,564（千円）

その他の支出  8.9%
  397,390（千円）

令和8年度予算

収  入収  入
4,450,554

（千円）

会費・寄付金収入  1.6%
  72,151（千円） 補助金収入

15%
  667,598（千円）

受託金収入  
36%
1,601,336（千円）

事業収入  11.2%
　 498,016（千円）

負担金収入  0.3%
  11,299（千円）

介護保険・障害福祉
サービス等  17.4%

 773,027（千円）

その他の活動による収入  15%
 671,360（千円）

積立資産取崩収入  3.3%    
147,627（千円）

その他の収入  0.2%
  8,140（千円）

基 本 方 針

少子高齢化の加速や単身高齢者の増加、生活困窮・社会的孤立
の顕在化、デジタル格差、気候変動による生活リスクの高ま

りなど、地域生活課題は世代を超えて複雑化・複合化しています。
国は「地域共生社会」の実現に向けた包括的支援体制の構築を進
めており、「社会福祉協議会 基本要項2025」では、住民主体の理念
に基づく「ともに生きる豊かな地域社会」の創造が社協の使命と
して明確化されました。川崎市においても分野横断的な連携が重
要な段階を迎えており、本会は地区社協・行政・民間企業・学術
機関等と協働しながら、見えにくい困りごとにも目を向け、住民
主体の地域福祉推進と地域共生社会の実現を目指してまいります。
※基本要項　全社協が策定した社協活動の指針。３３年ぶりに改定。

行政と協働し包括的支援体制の
整備を進め、地域福祉活動計画
を着実に
推進し
ます。

社協の活動を知ってもらい、応援してくれる仲間 
（住民・企業等）を増
やします。そしてその
方々と、地域の困りご
とを解決していく仕組
みを計画的に作ってい
きます。

将来起こり得る災害に備え、行政や地域資源と連携しなが
ら平時から災害対応体制を整えます。

大規模災害発生時、災害ボランティアセンターの設置運営
を担うのが社協。万一の時もスムーズに運営できるよう、
市内関係機関と確認を行なっています。

住民や企業の想いを届ける多様な寄付の仕組みを
築き、地域生活課題の解決を推進します。

財務健全化と経営戦
略の策定により、持
続可能な組織経営の
実現を目指します。

生活福祉資金の償還免除者や
生活困窮が続く方々に対し、
専門機関と連携しな
がら訪問等による
生活再建支援を行
います。
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組織経営基盤の強化 生活困窮者への支援02 03

訪問介護支援事業

STUDY 成年後見制度について学ぼう

SUPPORT みんなのために、地域のために

成年後見制度とは、認知症・知的障害・精神障害など
により判断能力が不十分な方の不安を解消し、権利と財
産を守る制度です。研修に参加して、基礎的な知識を身
に付けませんか。

協賛会員入会や有料広告出稿を通して、地域福祉活動に貢献しませんか？ 
川崎市社協では、企業・団体様からいただいた会費・広告料を、地域福祉を

支えるさまざまな活動資金に充てています。

市民向け成年後見制度研修

協賛会員、広告出稿企業・団体を募集しています

● 日 時： 9月9日（水） 14：00〜16：15 
● 場 所： てくのかわさき2階 てくのホール

JR南武線「武蔵溝ノ口駅」／
東急田園都市線「溝の口駅」徒歩5分

● 参加費：無料
問合せ：成年後見支援センター TEL 044-712-8071

● 年 会 費： 5,000円〜
● 会員特典：広報誌へのロゴ掲載

社会福祉大会ご招待 など
問合せ：庶務課 TEL 044 -739-8710

● 出 稿 料： 
1枠10,000円〜

● 出 稿 料： 
1ヶ月5,000円〜

問合せ：企画調整室 TEL 044-739-8714

広告

詳しくは
こちら

締切：9/2(水)

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

協賛会員
（法人・団体）

広報誌
川崎の

社会福祉

ホームページ
バナー

川崎市社会福祉協議会（通称：川崎市社協）

川崎の社会福祉
あなたの ｢やってみたい！｣を 応 援する広報 誌

No.610
2025.10

AUTUMN

川崎市社協キャラクター
ななふく

今この瞬間を、全力で楽しむ今この瞬間を、全力で楽しむ
高校生・大学生ボランティアバス2025 能登で、つなぐ、つなげる

LINE
おともだち
募集中!

特  集

ForaSmile

川崎市社会福祉協議会（通称：川崎市社協）

川崎の社会福祉
あなたの ｢やってみたい！｣を 応 援する広報 誌

LINE
おともだち
募集中!

特  集

これからも、自分らしく生きる
これからも、自分らしく生きる

No.612
2026.4

SPRING

社協とはじめる終活 きほんの"き"
川崎市社協キャラクターななふく

ForaSmile
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社会福祉法人 川崎市社会福祉協議会
住所：川崎市中原区上小田中6-22-5　TEL：044-739-8710（代）　FAX：044-739-8737
E-MAIL：info@csw-kawasaki.or.jp　HP：https://www.csw-kawasaki.or.jp/
広報誌「川崎の社会福祉」へ掲載する広告を募集しています。詳細はお問い合わせください。

編集・発行

この広報誌は一部共同募金の配分金で発行されています。

●日時： 7月31日（金） 
①9:30～10:30/②11:30～12:30
③14:00～15:00 

●会場：エポックなかはら7階 
●対象：① 小学3年生〜おとな

②③小学1年生以上の子どもと保護者のペア 
●定員：①10名

②③各10組

川崎市社会福祉協議会の 
地域福祉活動へのご寄付

公益社団法人川崎北法人会 様
株式会社DOGグループ 様
川崎フィルハーモニー管弦楽団 様
日本ハムマーケティング 
株式会社 様
陳 堅 （山崎 堅） 様
株式会社大塚商会 様
東急リゾーツ＆ステイ・ 
石勝エクステリア共同事業体 
川崎国際生田緑地ゴルフ場 様

令和8年3月1日〜 
5月31日受領分寄付御礼

あたたかいご寄付、
ありがとうございました

信頼と実績の社協で仕事をしませんか？

2026夏休みスペシャル企画

問合せ：介護支援課 TEL 044-739-8712

給与や待遇など
詳しくは

HPをチェック

あなたの応募を
 待っています！

介護支援専門員 
（ケアマネ） 

たかつ訪問介護支援 
 事業所 
たま・あさお 

 訪問介護支援事業所

サービス提供責任者 
なかはら訪問介護 

 支援事業所
ホームヘルパー 
市内６つの訪問介護 

 支援事業所

大募集！！

介護支援専門員
サービス提供責任者
ホームヘルパー

募集職種・
勤務地

夏休みはエポックなかはらへGO！

防災士の先生のお話やグッズづくりを通して、
地震・防災について考えよう。

●日時： 8月4日（火） 
13：30〜15：30 

●会場：エポックなかはら7階 
●対象：小学生〜おとな 

※小学1・2年生は保護者同伴
●定員：40名

楽しく学ぼう！防災のこと楽しく学ぼう！防災のこと

申込みは
こちら

締切：
7/17(金)10時

身近な身近なものものを使ったを使った防災グッズづくり
防災グッズづくり

トイドローンを使った簡単な
ゲームにチャレンジ！今年は親子

ペアの回を２回にしました。
申込みは

こちら

締切：
7/13(月)10時

ドローン体験交流会ドローン体験交流会 ドローンをドローンを
手のひらサイズの手のひらサイズの

飛ばそう！飛ばそう！

年齢問わず安心して楽しめるレクリエーションを
教わります。いろいろな場所ですぐに活用できる
ものばかり。

よしもとスポーツよしもとスポーツ
                    レクリエーションレクリエーション  Let'sLet's

●日時： 8月19日（水） 13：30〜15：30 
●会場：エポックなかはら7階 
●対象：小学生〜おとな 

※小学1・2年生は保護者同伴
●定員：50名

ジョイマ ン
ジョイマ ン

申込みは
こちら

締切：
7/27(月)10時

ア

ホマ イ ル ド坂
本ア

ホマ イ ル ド坂
本

ですよ 。ですよ 。 笑って！学んで！笑って！学んで！
地域のつながりに活かせる！
地域のつながりに活かせる！

問合せ：
川崎市福祉人材バンク TEL 044-739-8726 

※各イベント、定員を超えた場合は抽選
※川崎市在住・在勤・在学の方のみ応募可


